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平成29年2月20日

富山地方鉄道株式会社

第34回EST創発セミナー〔北陸信越〕
「地方小都市における持続可能な交通まちづくり」

～鉄道・バス利用促進の取組みについて～



2

「富山県一市街化構想と労働機会均等圏」
交通とは生活の場と生産の場を結びつけるもの

富山地方交通圏の健全なる有機的発展を期することを経営の本義とする。
（定款第１条）

≪創業の精神≫

Ⅰ 当社の概要と現状

路線の概要

凡 例

ＪＲ線

富山地方鉄道線

同 市内軌道線

同 バス路線

凡 例

ＪＲ線

富山地方鉄道線

同 市内軌道線

同 バス路線

凡 例

ＪＲ線

富山地方鉄道線

同 市内軌道線

同 バス路線

昭和5年2月11日創立
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鉄 道 軌 道 乗合バス

営業キロ 93.2ｋｍ 7.6ｋｍ 2366.9ｋｍ

車両数 53両 19両 174両

列車走行キロ 2,378千ｋｍ 823千ｋｍ 9,039千ｋｍ

輸送人員 5,861千人 4,969千人 6,070千人

運輸事業の営業状況

（平成27年度実績）
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鉄道線の利用状況の推移

列車走行キロ
（千粁）

輸送人員
（千人）

輸送密度
（人）

Ｈ元年度 2,449 9,997 3,710 

5年度 2,415 9,122 3,369 

10年度 2,077 6,611 2,307 

15年度 1,975 5,276 1,751 

20年度 2,321 5,248 1,702 

25年度 2,223 5,284 1,638

27年度 2,378 5,861 1,767

Ｈ元年対比 97.1％ 58.6％ 47.6％



5

軌道線の利用状況の推移

列車走行キロ
（千粁）

輸送人員
（千人）

輸送密度
（人）

Ｈ元年度 764 6,435 7,674 

5年度 767 6,194 7,337 

10年度 769 4,747 5,407 

15年度 699 3,795 4,356 

20年度 697 3,643 4,284 

25年度 771 4,211 4,320

27年度 823 4,969 4,884

Ｈ元年対比 107.7％ 77.2％ 63.6％

※環状線含む
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乗合バスの利用状況の推移

在籍車両数
（両）

実車走行キロ
（千粁）

1日1車あたり
走行キロ
（キロ）

輸送人員
（千人）

Ｈ元年度 248 11,821 131 20,200 

5年度 229 10,554 126 16,436 

10年度 199 8,824 121 11,022 

15年度 173 6,808 108 7,271 

20年度 175 8,331 130 6,439 

25年度 175 8,614 135 5,886

27年度 174 9,039 142 6,069

Ｈ元年対比 70.2％ 76.5％ 108.4％ 30.0％
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Ⅱ 当社の取組み事例について
ＩＣカードの導入

（富山県、沿線9市町村及び富山ライトレール㈱）

平成22年3月 軌道（パスカとの相互利用開始）導入
平成23年3月 バス導入
平成24年3月 鉄道導入
平成26年1月 10万枚達成
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「えこまいか」の他者連携

富山大学学生証
平成25年3月運用開始

（富山大学）

富山市職員証
平成24年3月運用開始

（富山市）

おでかけ定期券
平成23年3月運用開始

（富山市）

立山町職員証
平成24年6月運用開始

（立山町）
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利便性向上への取組み（立山町）
＜五百石駅、釜ヶ淵駅、寺田駅＞

「ありがとう五百石駅舎」の集い
平成23年3月

立山町元気交流ステーション
（愛称：みらいぶ）

平成24年６月

釜ヶ淵駅Ｐ＆Ｒ駐車場
平成22年12月

寺田駅Ｐ＆Ｒ駐車場
平成25年8月完成
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電鉄魚津駅前広場の整備
（魚津市）

電鉄魚津駅 新駅舎
竣工記念式典

平成25年6月3日
（供用開始 6月4日）

平成25年12月21日
北日本新聞
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北陸新幹線との連絡 新黒部駅開業
（黒部市）

新黒部駅開業式典
平成27年2月26日

起工式
平成25年11月7日

新黒部駅周辺図
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宇奈月温泉駅の整備
（黒部市）

平成26年12月26日
富山新聞

平成28年4月15日
北日本新聞
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軌道線新車両の導入
-ＬＲＶ-

Ｔ１００形（サントラム）９０００形（セントラム）

◆平成21年12月 運行開始◆
現在3両 富山市の車両

◆平成22年4月 導入◆
現在３両
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観光列車の運行

アルプスエキスプレス
平成23年12月運行開始

ダブルデッカーエキスプレス
平成25年8月運行開始

レトロ電車
平成26年1月運行開始
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Ⅲ バス事業の取組み
ぶりかにバスの運行

平成25年8月22日
北日本新聞
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アルペンライナーの運行

平成27年4月22日
北日本新聞
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着地型商品の造成
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高速バス 名古屋線１日14往復に増便

平成28年2月18日
北日本新聞



19

高速バス 高山線の運行

平成27年12月2日
北日本新聞



20

特急バス 平湯・新穂高線の運行
（生活路線と観光路線の融合）

企画乗車券
（奥飛騨まるごとバリューきっぷ）
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通学新規路線の開設
（国際大学付属高校線）

平成28年3月30日
北日本新聞
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Ⅳ 黒部市での取組み

①くろワンきっぷの販売
・黒部市内の地鉄の電車やバスを、休日に大人1人500円で乗り放題
となる切符。
平成19年春に始まり、毎年春と秋の２回実施。

②ゴールドパス及び夫婦deゴールドへの補助
・63歳以上の高齢者を対象とし、地鉄電車・バスが全線乗り放題となる
定期券を販売しており、黒部市においては、購入に対する補助を
いただいている。

③おでかけサポート運賃の導入
・黒部市内を運行する池尻線において、昼間時間帯のバス利用誘発と
黒部市中心市街地への来街促進を図るため、乗車区間に応じ、
利用者の年齢制限なく、運賃を割り引いている。
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④ふれあい福祉交通利用券の受け入れ
・黒部市において、市内に在住する70歳以上の方に、公共交通利用券を
1人につき、100円券10枚綴り（1,000円分）配布している。

⑤増発実証実験（魚津市・黒部市区間）
・新川広域圏（魚津市・黒部市）内の交通の活性化と利便性向上を目的に、
平成25年12月より西魚津～宇奈月温泉間で増発実証実験を開始した。
富山県・黒部市・魚津市の補助をいただきながら、平成25年は2往復増発
平成27年2月からは増発本数を5往復に増加させている。

⑥新幹線市街地線
・北陸新幹線開業に合わせ、黒部市内～黒部宇奈月温泉駅を結ぶ
路線バスの運行を開始した。

⑦YKK南北循環線 実証実験
・北陸新幹線利用者の2次交通や黒部市への移住・定住促進策の一環
として21条による社会実験として平成28年11月1日より運行を開始した。
YKKグループ社員の通勤利用と沿線住民の利用増加に繋がるダイヤ

や路線を模索し、乗合路線化を目指している。
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